
高知県の実態に応じたいじめ予防等プログラムの作成に向けて 資料２－４ 

　いじめ予防等プログラム作成について進捗状況の把握

　いじめ問題対策連絡協議会にて報告されたいじめ防止等プログラムの進捗状況やプログラムの内容について把握する。

　いじめ問題対策連絡協議会で提案・報告されたプログラムの内容を協議し、加味すべき内容等について提言。

　

　　

い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会

作成内容・実践・検証内容を
報告

協議内容を
順次反映して改善

有
識
者

研
究
機
関

人
権
教
育
課

幹
事
会

③　目標とプログラム作成内容の
　設定

　

・　②で得られた課題や現在、高知県
　　で実施しているいじめ予防等に向け
　　た取組を参考にして高知県で育みた
　　い力（現在【１】いじめを生まない
　　人間関係づくり【２】いじめを生ま
　　ない環境づくり【３】いじめを生ま
　　ない・いじめに負けない気持ちづ
　　くり）を検討・決定する。

　

（Ｒ）　高知県の実態把握の
ためのリサーチ

（Ｄ・Ｃ・Ａ）　作成・修正
（Ｖ・Ｐ）　目標と作成内容の

設定

①　高知県の実態把握のための資

　料収集

　・　 実効性のあるいじめ予防等プ　　

　　ログラムにするために、高知県

　　内の児童生徒や保護者、教員、

　　地域の方々の意見を聞き、高知

　　県の実態やニーズを把握する。

②　課題の洗い出しと整理

　 ・　①で収集した内容から明らか

　　になった実態やニーズを踏まえ、

　　課題を洗い出し、明確にすると

　　ともに、観点ごとに整理する。

④　プログラム内容の作成・実践
　・　③で設定した目標・プログラムの観点に沿って作成したプログラム　　
　　を随時、情報配信し、学校にて実践する。
　・　⑤の検証・修正に基づき、学校にて実践する
　　

　

⑤　プログラム内容の検証・修正

　・　実践で得られた結果を分析・検証し、新たな課題についてプログ
　　ラム内容を修正したり、新しい内容を追加したりして、厚みのある
　　プログラム内容にする。

　修正内容を反映

Ｈ３０年度第３回いじめ問題対策連絡協議会 Ｈ３１年度（３回開催）
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今後の発展性
　学校での実践や研究機関の研究成果をもとに、新しい観点や内容について
プログラムに追加・修正する。

実践状況を検証

作成されたプログラムに基づき、学校で随時実践

プログラムの目標・構成内容・作成方法の検討や実施状況の分析

次回の「いじめ防止基本方針」の改定の際に、いじめ防止等プログラムの内容を追加する　
　

　いじめ問題に関して特色ある取組を行っている研究機関やいじめ問

題有識者に助言を頂き、プログラムの観点・内容を設定し、作成する。

　　

　プログラムの実施状況や分析結果についていじめ問題に関し

て特色ある取組を行っている研究機関やいじめ問題有識者に助

言を頂き、プログラムの追加・修正を行う。

　　

【研究機関の例】ＢＰ【Bullying Prevention】プロジェクト（いじめ防止支援プロジェクト）

　いじめ問題に関して特色ある取組、研究を進めている4大学（宮城教育大学、上越教育大学、鳴門教育大学、福岡教育大学）が専門的な知識と情報を駆使して、支

援するために立ち上げたプロジェクト

　　

現在、高知県で実施しているいじめ予防
等に向けた主な取組

○いじめ防止子どもサミット
○学校支援地域本部等事業
○非行防止教室
○道徳教育実践充実プラン
○高知夢いっぱいプロジェクト推進事業
○ネットに関する教材づくり
○ＰＴＡ・校内研修等の研修支援　等


